
近似を進めて二次の微少量 2ε まで取る場合 
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となります。一方、 
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ここで、以下の公式に注意すると、 
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です。前の一次近似の時と同様に、左辺は振動数 0ω の調和振動に対応していますか

ら、右辺で同じ振動数の外力が働くと振幅はどんどん大きくなって行ってしまいます。

よって、右辺の tωcos の係数はゼロでなければなりません。 

よって、振動数に 
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という補正が得られることになります。確かに 2 次の微小量です。 

すると、解 )2(x は、 
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を満たすことになりますから、今度は )2(x tED ω3cos+= とおけば、 
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ですから、直ちに、D=0 と 
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ここで、D=0 の意味は自明ですね。4 乗のポテンシャルですから、対称性からして、振

動の中心はずれない、というわけです。 

以上をまとめると、 
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得られた結果を確かめるために、振動数の補正 )2(ω を以前にやった振り子の問題に

適用してみましょう。振り子の運動方程式は、 
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